
 
 
１ 単元名 １年生「ながさくらべとひろさくらべ」 

      ２年生「かけ算」 

      ３年生「小数」 

 

２ 指導の立場 

（１） 単元について 
１年生は，入学前に長い，短い，広い，狭い，多い，少ない，大きい，小さいなどの言葉を用

いることを覚え，量の多少を比較する経験をしている。本単元では，長さや広さの比べ方を考え，

直接比較や間接比較によって比べたり，任意単位を用いて数値化して比べたりする中で，比べる

物の特徴に着目したり，単位のいくつ分で考えたりすることができるかを学ぶ。 
２年生は，新しい計算である乗法を学ぶ。本単元では，乗法の意味を理解し，その意味に関し

て成り立つ性質のもとに乗法九九を構成し，九九を唱えることができるとともに，具体的な場面

で乗法を用いることができるようにしたい。まずは，「１つ分の大きさのいくつ分」という形で

表現させた上で，場面がより分かりやすくなったことや式が簡単になったことを児童に理解させ

ていきたい。 
３年生は，本単元で小数を学ぶ。１Lのはしたのかさを，１Lを１０等分にしたかさのいくつ

分で表すことにより，小数の意味や表し方などについて理解していく。本単元では，実感をもっ

て小数の意味を捉えさせるために，連続量である水を導入に使用し，実際に水を動かすことがで

きるようにしたり，数直線を活用したりすることで，小数の大小比較や系列などを視覚的に理解

させていく活動を仕組む。 
 
(２)児童の実態 

 自閉・情緒障がい学級のひまわり２組には３年生が１名，２年生が３名，１年生が１名在籍し

ている。 

複数学年が一緒に同じ教室で算数の授業を行うため，一人一人の進捗状況を把握する難しさだ

けでなく，４５分間学習意欲を失うことなく，集中して取り組むことができるようにすることの

難しさがある。 

しかし，その反面，自分たちが既習しているという強みを生かし，下学年を教える場面もあっ

たり，上級生の学習を先取りして知ることができたりするため，興味関心の高い児童らにとって

は，複数学年が一緒に同じ教室で学ぶことのよさもあるので，児童の個性や学習状況に応じて対

応していきたい。 

自分なりのめあてを決めて，実現できるように努力する中で，仲間の頑張りや学び方のよさに

も注目させていきたい。 

 

 

 

 

 

３ 研究内容との関わり 

１．導入の工夫 

（１）既習を生かした導入 

本時に必要な数学的見方・考え方の基となる既習を明確にし，具体物や半具体物を手元操作し

ながら，導入で学びを振り返る。 

 

ひまわり２組 第１～３学年 算数科学習指導案 



２．課題追究の工夫 

（１）小集団での学び合いの活用 

自分のめあてをみんなの前で語ることで，自分のやるべきことを明確にするとともに，本時を  
振り返る場面を作ることで，既習を振り返ったり今後の学習を見通したりする系統的な学びの場

とする。 
 

３．終末の工夫 

（２） 学びの定着 
タブレット学習などに挑戦し，学びが自分のものになっているか確認していく。 
 

４ 単元指導計画 （単元名）第1学年「ながさくらべとひろさくらべ」全５時間 

              第２学年「かけ算」全１５時間 

第３学年「小数」全１２時間 
（１） 単元の目標 

① 第1学年「ながさくらべとひろさくらべ」 

ものの長さや広さに関心をもち，直接比較，間接比較によりそれぞれの量を比較すると

ともに，任意単位を用いることによって長さや広さが数値化できることを知り，長さや広

さの比較ができる。 

② 第２学年「かけ算」 
乗法の意味を理解し，その意味や乗法に関して成り立つ性質をもとに乗法九九を構成し，

九九を唱えることができるとともに，具体的に場面で乗法を用いることができる。 

③ 第３学年「小数」 
小数の構成や順序，系列について理解するとともに，大小比較や加法，減法の計算をす

ることができる。 

 

（２） 本単元の評価規準 
① 第1学年「ながさくらべとひろさくらべ」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

身のまわりにある物の長さや広さを直接比較や間

接比較によって比べたり，任意単位を用いて数値化

して比べたりして，長さや広さの意味について理解

する。 

身のまわりにある物の長さや広さについて，任意

の単位のいくつ分かで数値化して測定するなど，比

べ方を考えたり，実際に比べたりする。 

身のまわりにあるものの長さや広さに関心をも

ち，長さや広さを比較することに意欲をもつ。 

② 第２学年「かけ算」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 乗法の意味や式表示の仕方を理解する。２～５の

段の九九の唱え方を知り，唱えることができる。 

 全体の数量を基準とする大きさのいくつ分として

捉えている。乗数が１増えると，答えが同数増える

ことを活用し，２～５の段の九九の構成を考えてい

る。 

乗法に関心をもち，身のまわりにあるものを乗法

で表現できるのよさに気づき，進んで生活や学習に

活用しようとする。 

③ 第３学年「小数」 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 小数の意味や表し方，構成，順序，系列，整列や分

数との関係がわかる。 

端数部分の大きさを０．１のいくつ分で表す。小数

と分母が１０の分数の大きさについて，数のしくみ

に目を向け，大小比較のしかたを考える。１／１０

の位までの加法や減法の計算ができる。 

小数を用いると整数で表せない端数部分の大きさ

を表すことができるなどのよさに気づき，進んで生

活や学習に活用しようとする。 



 
（３） 本単元までに身に付けてきた学習内容 
①第1学年「ながさくらべとひろさくらべ」 

 

②第２学年「かけ算」 

 

③第３学年「小数」 

 
（４）指導と評価の計画         ※指導に生かす評価（・）／記録に残す評価（〇） 

第１学年 

時 ねらい 本時に活用する学び 

評価規準（評価方法） 

知・技 
思・判・表

 
態度 

１ 
長さの意味が分かり，直接比較によって長さを比べることができる。 ながさくらべ ・操作活動の様子  ・態度〇発言 

２ 
媒介物を用いて，長さを間接比較する方法を理解し，長さを比べることができる。 ○操作活動の様子 ・ノート・発言  

３ 
任意の長さを単位として，そのいくつ分で長さを表し，長さの比較ができる。 ・操作活動の様子  ・態度○発言 

４ 
広さの意味が分かり，直接比較によって広さを比べることができる。 ひろさくらべ 〇操作活動の様子 ・ノート・発言  

５（本時） 
マットの広さ比べや陣とりゲームを通して，広さは任意単位によって数値化して比較できることを理解する。 ・操作活動の様子 ○ノート・発言  

 

 

 

 

 

入学前 

・量の多少を比較する経験。 

・長い，短い，広い，狭い，多い，少ない，大きい，小さいなどの言葉を用いること。 

１年７「１０より おおきい かず」 

・２ずつ，５ずつまとめて数えること。 

 

１年９「３つのかずのけいさん」 

・３□の数の加法の式と計算。具体物を等分し，図や式で表すこと。 

 

１年１６「大きな かず」 

・１０ずつまとめて数えること。 

２年１３「１０００より大きい数」 

・１００００までの数の構成（千の位），数え方，表し方，読み方 など 



 

第２学年 

時 ねらい 
本時に活用する 

学び 

評価規準（評価方法） 

知・技 思・判・表 態度 

１ 具体的な場面を調べたり，具体物を用いたりして，「１つ分の大きさのいくつ分」という意味を理解する。 かけ算 ・操作活動の様子 ○ノート・発言  

２（本時） 乗法の意味や式表示の仕方，乗法の答えは加法（同数累加）によって求められることを理解する。 ○操作活動の様子   

３ 乗法の意味や式表示の仕方の理解を深める。 九九 〇操作活動の様子   

４ 身の回りから同じ数ずつまとまった物を探し，乗法の式表示の理解を深める。 ・操作活動の様子  ・態度○発言 

５ ２のいくつ分かの大きさを求めて，２の段の九九を構成することができる。 ・操作活動の様子   

６ ２の段の九九の唱え方を知り，正しく唱えたり，適用したりすることができる。 ○操作活動の様子   

７ ５のいくつ分かの大きさを求めて，５の段の九九を構成することができる ・操作活動の様子   

８ ５の段の九九の唱え方を知り，正しく唱えたり，適用したりすることができる。 〇操作活動の様子   

９ 
３の段の九九を構成することができる。「かけられる数」，「かける数」の用語とそれらの意味を理解する。また，３の段では，乗数が１増えると答えが３増え

ることを理解する。 
・操作活動の様子   

10 ３の段の九九の唱え方を知り，正しく唱えたり，適用したりすることができる。 〇操作活動の様子   

11 乗数が１増えると答えが４増えることを活用して，４の段の九九を構成することができる。 ・操作活動の様子 ○ノート・発言  

12 ４の段の九九の唱え方を知り，正しく唱えたり，適用したりすることができる。 〇操作活動の様子   

13 もとにする量のいくつ分を「ばい」で表現することを知り，その大きさを乗法の式に表すことができる。 ばいとかけ算 ○操作活動の様子   

14 分離量でも連続量と同じように，「ばい」が用いられることを知り，場面を乗法の式に表すことができる。 ・操作活動の様子   

15 基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。 たしかめもんだい ○操作活動の様子   

 

第３学年 

時 ねらい 
本時に活用する 

学び 

評価規準（評価方法） 

知・技 思・判・表 態度 

１ 端数部分の大きさを表すのに小数が用いられることを知り，小数が用いられることを知り，小数の表し方と読み方を理解している。 小数 ・操作活動の様子 ○ノート・発言  

２ 長さも，複名数で表される数量を小数を用いて単名数で表すことができることを理解する。 ○操作活動の様子  ・態度・発言 

３ 小数の位取りの仕組みや数の構成について理解する。また，小数の数直線上の表し方について理解する。 小数のしくみ ・操作活動の様子  ・態度○発言 

４ 小数を，数の構成をもとに，０．１を単位として相対的にみて表すことができる。 ・操作活動の様子 ○ノート・発言  

５ 小数の十進構造や順序，系列についての理解に基づいて，小数の大小比較ができる。 ○操作活動の様子 ・ノート・発言  

６ 小数を多面的にみて表すことができる。 数の見方  ・ノート・発言 ・態度〇発言 

７～８ 

（本時） 

小数第一位までの小数の加法の計算の意味や原理，方法を理解し，計算できる。 小数の計算  ○ノート・発言 ・態度・発言 

９ 小数第一位までの小数の加法の筆算の仕方を理解し，計算できる。 ○操作活動の様子 ・ノート・発言  

10 小数第一位までの小数の減法の計算の意味や原理，方法を理解し，計算できる。 ・操作活動の様子 ○ノート・発言  

11 小数第一位までの小数の減法の筆算の仕方を理解し，計算できる。 〇操作活動の様子 ・ノート・発言  

12 基本的な学習内容を理解しているか確認し，それに習熟する。 たしかめもんだい ・操作活動の様子 〇ノート・発言  



５ 本時のねらい 
（１） 第1学年「ながさくらべとひろさくらべ」（第５時／全５時間） 

マットの広さ比べや陣とりゲームを通して，広さは任意単位によって数値化して比較できることを理解する。 
（２） 第２学年「かけ算」（第２時／全１５時間） 

乗法の意味や式表示の仕方，乗法の答えは加法（同数累加）によって求められることを理解する。 
（３） 第３学年「小数」（第７時／全１２時間） 

小数第一位までの小数の加法の計算の意味や原理，方法を理解し，計算する。 
 

６ 本時の展開  ★授業のここ見て！ 
研究１（１）具体物や半具体物で手元操作をしながらの問題提示。 
研究２（１）各自の学習の明確化。本時のまとめに繋がる考え方に気づかせる目的をもった小集団での学び。 
 Ⅰグループ（担任⇔支援員） Ⅱグループ（支援員⇔担任） 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 Ｄ児 Ｅ児 

生かしたい 
個のよさ 

・取りかかりが早く真面目。 ・理解が速い。 ・マンツーマン指導で１番目に 
対応することで頑張れる。 

・最高学年としての自覚がある。 
自学ができる。 

・いつもにこにこしている。マン 
ツーマン指導ならば頑張れる。 

 算 
数 

・ｃｍやｍｍをきれいに書 
ける。定規でまっすぐに 
直線が引ける。 

・２けたのたし算とひき算が 
速く正確にできる。 

・たし算とひき算がほぼ正確 
にできる。 

・かけ算もわり算，３けたのた 
し算とひき算の筆算がほぼ正 
確にできる。 

・答えが１０までの繰り上がり 
のないたし算はほぼ正確にで 
きる。 

 ・願う児童の姿  及び  ＊指導や援助（★担任，☆支援員） 
 
 
 
 
 
 
 
課題を 

つかむ 
 
 
考える 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
深める 
 
 
まとめる 

０ ★問題を確認する。 
・前時を振り返り，本時との関連性を 
イメージする。 

・おはじきを並べて確認する。 
 
★課題を確認する。      ＊全部の人数を求めるので，加法になることをおさえる。 
 
 
・課題を受け，ホワイトボードを活用して，自分のめあてを一人ずつ言い合う。（３分） 

☆１年生への指示終了を待つ。 
 
 
☆問題を確認する。 
・プリントにて自学 
（前時の内容を振り返る） 

☆問題を確認する。 
・前時を振り返り，本時との関連性をイメージする。 
・折り紙をつなげた自作の敷物で広さを比べ合う。 
☆課題を確認する。 
 
 
・課題を受け，ホワイトボードを活用して，自分のめあてを見せる。 
☆課題に取り組む。 
○た９まいぶん ○ち８まいぶん 
○たのほうが，おりがみ１まいぶんひろい 

７ ☆課題に取り組む。 
・ノートに式を書いた後，ホワイトボードにも書く。（２～３分） 

 
 
 
・ホワイトボードの式を見て，気づいたことなどを一人ずつ言い合う。（３～４分） 
 
「３人ずつの７台分だから，３を７回たすんだね。」 
「３をたくさん書くので，数を間違えそうになった。」 
「でも，いくつも数字を書くのは大変だな。」     など 

 

★課題を確認する。 
・実際に２つのLますに入った水を１つのLますに合わせる。 
「２つのジュースを１つのびんに入れると何Lかな？」 
 
 
・課題を受け，ホワイトボードを活用して，自分のめあてを見せる。 
 
★課題に取り組む。 
・Lますの図や数直線で考える。 
＊整数のたし算に直して考える 

0.5＋0.3＝0.8   0.8L 

★３年生の課題化を手伝う。 
 
★（鉛筆問題４）を自学 
「□と■ではどちらがどれだけひろいでしょうか？」 

□□□■■ 
□■■■■ 
□■□□■ 
■■■■□ 
□□□□■ 

■１３こぶん □１２こぶん 
■のほうが，ます１つぶんひろい 

14 ★新しい計算の仕方を知る。→ノートに貼る。 
 
 
 
 
 
「いくつ分あるかが，わかりやすいね。」 「しきが，みじかくなったね。」 
「３×７の答えは３＋３＋３＋３＋３＋３＋３の計算でもとめることができるね。」 

★新しい計算の仕方に取り組む。 
・「ロケットにのっている人の数を□×□のしきで書きましょう。」①ノート ②ホワイトボード 
＊６人の所から１人ずつ動かして４人ずつにすれば…同じ人数ずつになることを確認する。 
４×５の答えは４＋４＋４＋４＋４の計算でもとめることができる。答え２０人です。 

★まとめ 

○ま３×７や４×５のような計算をかけ算といいます。 

☆練習問題に取り組む。鉛筆問題２・プラスワン２２４ページ（マ）をやる。 

☆まとめ 
「０．１が５個分と０．１が３個分だから，

合わせると０．１が８個分だね。」 

 
 
☆１年生のまとめを待つ 

○ま 小数のたし算は，０．１ 
のいくつ分かを考えると 
計算することができる。 

☆自学のつづき・３年生のまとめを待つ 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆まとめ 

 
 

○ま ひろさは おなじもの 
の「いくつぶん」かであら 
わすことができる。 

21 ★☆全体交流（自分が学んだこと・分かったことを，一人一人がみんなに伝え合う。） 
＊「何人ずつのいくつ分という勉強でしたね。」                ＊「０．１のいくつ分で考えるんだね。」  ＊「広さもいくつ分で表すんだね。」 
「算数の勉強は，広さでもかけ算でも小数でも「いくつ分」を使うんだね。」 

28 ☆練習問題のつづき・例題を参考に各自で問題を作る。 
↓ 自分が選んだ乗り物が描かれたシートに同じ数だけシールを貼っていく。 

「ぼくは観覧車にシールを４つずつ貼ろうかな。」 
「ぼくはジェットコースターにシールを５つずつ貼ろうかな。」 
「ぼくはロケットにシールを６つずつ貼ろうかな。」     など 

★練習問題に取り組む。 
「さらに考えよう」をやる。 
鉛筆問題１をやる。 
プラスワン２４３ページ（ヨ）をやる。 

★練習問題に取り組む。 
鉛筆問題３をやる。 

（先生と対決） 

35 ☆問題作りのつづき・タブレットeライブラリー ★タブレットeライブラリー ★タブレットeライブラリー 

42 ★☆全体交流（振り返り） 
◆評価規準 
（知識・技能） 
乗法の意味や式表示の仕方，

乗法の答えは加法（同数累加）

によって求められることを理

解する。 
 

 

◆評価規準 
（思考力・判断力・表現力） 
小数第一位までの小数の加法

の計算の意味や原理，方法を

理解し，計算できる。 
 
 

 

◆評価規準 
（思考力・判断力・表現力） 
マットの広さ比べや陣とりゲ

ームを通して，広さは任意単

位によって数値化して比較で

きることを理解する。 
 

 

ぜんぶの 人の 数を しきで あらわそう。 

●  ●  ●  ●  ●  ●  ● 
●  ●  ●  ●  ●  ●  ● 
●  ●  ●  ●  ●  ●  ● 

３＋３＋３＋３＋３＋３＋３＝２１ 

３人ずつ７台分で２１人です。 
このことをしきで， 
３ × ７＝２１ と書いて，   ３ × ７  ＝  ２１ 
３かける７は２１ と読みます。 １つ分 いくつ分  ぜんぶの数 

 

どちらがどれだけひろいでしょうか。 

小数の計算のしかたを考えよう。 


